
No. 204

12 -1st- 20
18 -2nd- 12
17 -3rd- 7
14 -4th- 18

-OT1-

-OT2-

-OT3-

PF
M A M A M A TF OR DR TOT

4 * 11 1 1 1 5 6 8 2 2 2 4 2 2 2 0 30:13
6 * 5 1 6 1 1 0 4 1 0 2 2 2 2 1 0 37:41
7 0 0 1 0 4 0 0 0 1 1 2 1 1 1 0 20:13
8 - - - - - - - - - - - - - - - DNP
9 * 18 1 3 7 12 1 2 0 3 9 12 1 0 4 0 32:10

10 0 0 0 0 1 0 0 2 1 1 2 0 1 0 0 7:58
11 * 18 0 0 9 15 0 0 1 4 4 8 3 1 0 1 26:29
12 0 0 1 0 2 0 0 1 0 3 3 1 0 1 0 8:09
13 * 6 0 0 2 5 2 7 1 2 4 6 2 2 0 0 24:12
14 - - - - - - - - - - - - - - - DNP
15 3 0 0 1 4 1 1 0 1 2 3 0 1 1 0 12:55

0 2 3 5 1
合 計 61 3 12 21 49 10 22 8 16 31 47 13 10 10 1 200:00

PF
M A M A M A TF OR DR TOT

4 0 0 1 0 1 0 0 2 0 2 2 2 2 0 0 22:47
5 * 9 0 2 4 10 1 2 0 0 6 6 3 3 0 0 34:47
6 * 13 3 8 2 3 0 0 4 0 2 2 0 0 0 0 24:28
7 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15:32
8 * 2 0 0 1 3 0 0 3 3 4 7 3 0 1 0 22:48
9 3 1 2 0 0 0 0 5 0 1 1 0 1 1 0 5:19

10 * 7 0 1 3 4 1 2 5 1 8 9 3 8 3 0 34:41
11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1:29
12 * 23 4 8 5 10 1 2 1 2 0 2 0 0 1 0 34:01
13 0 0 0 0 3 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 4:08
14 - - - - - - - - - - - - - - - DNP
15 - - - - - - - - - - - - - - - DNP

0 0 1 1 2
合 計 57 8 26 15 34 3 6 22 6 24 30 13 14 6 0 200:00

FG: F: TO: MIN:
成功 3P: OR: AS: S:
試投 2P: DR: ST: OT: 延長

FT: TOT: BS:

NO.

スターター

シュート率

第1ピリオド立ち上がり、日本は#12元山が得点し、幸先の良いスタートを切る。一方の
オーストラリアU-19は、昨日同様に#13Robertsのインサイド攻撃で応戦。しかし日本の勢
いが止まらず、#12元山の3Pシュートを含む連続得点、続けて#6山田の3Pシュートなど
流れの良いオフェンスで12-7と5点リード。ここでオーストラリアU-19はタイムアウトを要
求すると、その後も徹底して#13Robertsのインサイドを狙う。だが、日本は厳しいトラップ
ディフェンスで得点を与えず、#12元山の3Pシュート、#10中畑から#12元山のブレイク、さ
らには速いパス回しから#6山田の3Pシュートが決まる。20-11、完全に日本がペースを
握り終了。

第2ピリオド、#5冨崎と#6山田を残し、#4藤吉、#9林、#13濱口を加えた布陣で挑む。日本
は#6山田のジャンプシュート、#5冨崎のブレイクで得点を重ね、リードを広げる。しかし簡
単には引かないオーストラリアU-19。#9Allenの連続得点や、#13Robertsのインサイドを
狙ったナンバープレイを多様する。しかし日本のトラップが成功し、得点が伸び悩む。そ
の間に日本は#5冨崎のインサイドプレイ、今試合絶好調の#12元山の3Pシュートが2本
決まり、32-30と2点リードで前半終了。

第3ピリオド、日本はスタートを最初に戻す。立ち上がり、#8森のジャンプシュートや#12元
山の3Pシュートで差を広げようとするが、オーストラリアU-19も#13Robertsのインサイド、
#6Harringtonの3Pシュートで対抗。その後、徐々に足が止まり始めた日本は、攻撃の決
め手がない時間帯が続く。その間、オーストラリアU-19は確実に得点を重ねる。39-47、
日本8点ビハインドで最終ピリオドへ。

第4ピリオド、開始早々、オーストラリアU-19#13Robertsにポストプレイからリズムを作ら
れ、10点差となる。しかし日本も負けじと、#10中畑のアシストから#12元山がこの日4本
目となる3Pシュートを沈め対抗。これで火がついたのか、すぐさまオーストラリアU-19は
#5Harringtonが決め返す。日本はタイムアウトを要求すると、その後#5冨崎のポストプレ
イ、#12元山のドライブインで立て直し、ディフェンスでは24秒オーバータイムをとり盛り返
す。オーストラリアU-19も#9Allenが連続得点で簡単にリードを譲らないが、残り36秒、日
本#6山田がこの日3本目の3Pシュートで54-56の2点差にし、積極的にプレスを仕掛け逆
転のチャンスを伺う。だが、オーストラリア#11Tippettに痛恨のシュートを許すと、その後
はファウルゲームへ。最後、#9林の3Pシュートが決まるも、57-61と日本は僅差で敗れ
た。

ここまで4試合を終え、勝利には至ってないが、身長差、体格差への対応ができるように
なってきた。さらには、相手を60点台に抑えるチームディフェンスは機能し始め、あと日
本が勝つためには個々のシュート率の向上や、シュートセレクションの判断が今後の課
題である。

ファウル

ブロックショットトータルリバウンドフリースロー
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2P FG

％:

HC
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M:
A:
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S

U-19オーストラリア

No.
3P FG

U-19オーストラリア代表

○ ●

61 57

S

開催場所：

試合区分：

期 日：

平成23年度バスケットボール女子U-24日本代表チーム 第2次強化合宿(オーストラリア遠征)

オーストラリア・キャンベラ AIS
女子 練習試合
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42.9% 45.5%
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スティール

ターンオーバー
アシスト

ディフェンスリバウンド
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TO AS

(通算3敗)

MINST

TO選手名 PTS

25.0%

森 ムチャ
林 眞未

MIN

30.8%

ST

小嶋裕二三 / TEAM

ポイント

44.1% 50.0%

出場時間フィールドゴール

濱口 京子

3ポイントシュート

大沼 美咲
櫻木 千華

冨崎 里奈
山田 茉美
田中 真樹

元山 夏菜

/ TEAM

2ポイントシュート

Rebecca Allen
Jillian Haughton
Gretel Tippett

Sara Blicavs

藤吉 佐緒里

中畑 恵里
牛田 悠理

Rosie Fadljevic

Tessa Lavey

Carley Mijovic
Tayla Roberts

Kerryn Harrington
Rebecca Cole

Ashleigh Karaitiana

FT
BSPTS

開始時間：

(財)日本バスケットボール協会

大会名称：

2011(H23)年6月8日 (水)
17:30

主審：

副審：

コミッショナー：


